
令
和
２
年
度
特
別

会
計
等
決
算
認
定

令
和
２
年
度
事
業

会
計
決
算
認
定

令
和
３
年
度
特
別

会
計
補
正
予
算

令
和
３
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算　

（
第
４
号
）

国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
決
算
認
定

水
道
事
業
会
計
決
算
認
定

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

手
数
料
徴
収
条
例

個
人
情
報
保
護
条
例
の
改
正

介
護
保
険

特
別
会
計
決
算
認
定

　

埼
玉
西
部
環
境
保
全
組
合

議
会
が
周
辺
対
策
事
業
交
付

金
２
億
円
を
減
額
す
る
補
正

予
算
を
可
決
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
そ
の
影
響
を
懸
念
す

る
質
疑
が
多
数
あ
り
ま
し
た
。

問　

２
億
円
の
減
額
に
よ
り
、

一
時
的
に
地
元
対
策
事
業
の

執
行
を
見
合
わ
せ
る
こ
と
に

つ
い
て
、
地
元
へ
説
明
し
た

結
果
は
ど
の
よ
う
か
。

答　

地
元
住
民
と
し
て
は
、

地
元
対
策
事
業
を
着
実
に
進

め
て
ほ
し
い
と
強
い
要
請
が

あ
っ
た
。

問　

２
億
円
は
な
く
て
も
地

元
対
策
事
業
は
進
め
る
の
か
。

答　

組
合
か
ら
の
再
交
付
を

前
提
と
し
て
、
地
元
対
策
事

業
を
進
め
る
考
え
だ
。

問　

２
億
円
が
再
交
付
さ
れ

ず
、
地
元
対
策
事
業
が
執
行

で
き
な
い
場
合
、
地
元
と
の

協
定
違
反
に
な
る
。
そ
の
場

合
、
地
元
か
ら
ご
み
処
理
場

の
工
事
差
し
止
め
要
求
が
出

る
の
で
は
な
い
か
。

答　

可
能
性
と
し
て
は
あ
る
。

　

納
税
者
の
負
担
が
多
す
ぎ

る
。
基
金
積
み
立
て
が
で
き

る
の
な
ら
、
負
担
を
軽
減
す

べ
き
。�

（
根
岸
）

　

世
帯
数
、
世
帯
人
数
な
ど

を
調
査
し
、
５
立
方
メ
ー
ト

ル
を
基
本
料
金
と
す
る
な
ど

の
料
金
体
系
を
見
直
す
べ
き
。

�

（
根
岸
）

問　

基
金
積
み
立
て
よ
り
、

納
税
額
を
下
げ
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

問　

保
険
料
は
下
げ
ら
れ
る

の
で
は
な
い
か
。

答　

で
き
れ
ば
据
え
置
き
、

値
上
げ
で
も
最
小
限
に
と
ど

め
た
い
。

　

デ
ジ
タ
ル
庁
の
ト
ッ
プ
が

内
閣
総
理
大
臣
に
な
る
。
情

報
を
集
約
す
る
デ
ジ
タ
ル
庁

が
、
す
べ
て
の
官
庁
の
上
に

立
て
ば
、
各
省
庁
・
警
察
な

ど
が
持
つ
個
人
情
報
が
一
元

管
理
さ
れ
、
監
視
社
会
に
つ

な
が
る
懸
念
は
ぬ
ぐ
え
な
い
。

�

（
野
田
）

　

埼
玉
西
部
環
境
保
全
組
合

か
ら
交
付
予
定
の
２
億
円
が

削
ら
れ
る
事
態
に
な
っ
て
、

補
正
で
ど
の
よ
う
に
繕
っ
て

も
、
税
金
を
使
う
こ
と
に
違

い
な
い
の
で
、
反
対
す
る
。

�

（
根
岸
）

　

も
ら
え
な
い
２
億
円
を
住

民
の
血
税
で
埋
め
る
と
の
こ

と
だ
が
、
町
の
失
敗
を
住
民

に
な
す
り
つ
け
る
こ
と
に
な

る
。
２
億
円
は
１
世
帯
あ
た

り
に
換
算
す
る
と
、
な
ん
と

　

契
約
不
履
行
、
工
事
差
し

止
め
に
な
る
と
、
組
合
構
成

市
町
の
住
民
に
と
っ
て
不
利

益
と
な
る
の
で
、
賛
成
せ
ざ

る
を
得
な
い
。

　

周
辺
対
策
事
業
が
で
き
な

い
場
合
は
、
町
長
を
は
じ
め

執
行
部
の
責
任
は
重
大
で
あ

り
、
責
任
を
取
る
覚
悟
で
地

元
対
策
費
の
再
交
付
に
臨
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
石
井
徹
）

　

保
険
料
は
年
度
で
使
い
切

る
べ
き
。
地
域
支
援
事
業
な

ど
に
使
う
べ
き
で
な
い
。　

�

（
根
岸
）

　

準
備
基
金
が
３
億
円
以
上

あ
り
、
保
険
料
を
下
げ
る
べ

き
。�

（
根
岸
）

〈
反
対
討
論
〉

〈
反
対
討
論
〉

〈
反
対
討
論
〉

〈
反
対
討
論
〉

〈
賛
成
討
論
〉

〈
反
対
討
論
〉

〈
反
対
討
論
〉

特
産
品
販
売
施
設（
旬
の
花
）

借
地
復
旧
工
事
費
用

問　

農
地
転
用
復
旧
工
事
は

せ
ず
、
次
の
事
業
者
へ
引
き

継
ぐ
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答　

契
約
上
、
廃
止
の
場
合
、

農
地
へ
の
復
旧
工
事
を
行
う

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

上
熊
井
農
産
物
直
売
所
の
調

理
加
工
設
備
機
器
設
置
工
事

問　

設
備
費
用
は
常
識
的
に

は
３
５
０
万
円
程
だ
が
、
７

０
０
万
円
の
設
備
に
な
っ
て

い
る
。
異
常
に
高
額
で
あ
る
。

本
当
に
必
要
な
費
用
か
。

答　

厨
房
関
係
専
門
業
者
２

社
か
ら
の
見
積
も
り
に
基
づ

い
て
出
し
た
金
額
で
、
飲
食

店
営
業
許
可
な
ど
の
た
め
、

配
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

た
め
池
劣
化
状
況
評
価

問　

評
価
業
務
は
、
な
ぜ
必

要
か
。

答　

防
災
重
点
農
業
用
た
め

池
の
防
災
工
事
の
具
体
的
な

整
備
に
向
け
て
、
劣
化
状
況

評
価
が
必
須
で
、
国
の
補
正

予
算
で
組
ま
れ
た
も
の
。

問　

令
和
４
年
度
に
繰
り
越

し
て
も
よ
い
事
業
で
は
な
い

か
。

答　

県
の
10
年
計
画
を
整
備

す
る
た
め
に
、
こ
の
劣
化
状

況
評
価
が
必
須
で
あ
り
、
終

了
し
な
い
と
計
画
に
盛
り
込

め
な
い
の
で
、
早
く
実
施
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

ア
ラ
イ
グ
マ
回
収
・
処
分

問　

委
託
料
が
減
額
に
な
っ

て
い
る
。
１
頭
当
た
り
の
単

価
と
委
託
内
容
は
ど
の
よ
う

か
。

答　

１
頭
当
た
り
１
万
７
６

０
０
円
で
契
約
。
処
分
は
ガ

ス
ま
た
は
獣
医
に
よ
る
殺
処

分
。
こ
れ
は
安
楽
殺
と
認
識

し
て
い
る
。

約
３
万
円
の
負
担
だ
。
こ
れ

を
ど
う
し
て
合
意
で
き
よ
う

か
。
可
決
し
た
な
ら
住
民
へ

の
背
信
行
為
に
な
る
。
従
っ

て
反
対
だ
。
同
組
合
か
ら
の

再
交
付
を
受
け
た
時
点
で
補

正
す
れ
ば
よ
い
。�

（
関
根
）

答　

計
画
的
に
自
己
負
担
額

軽
減
、
税
率
見
直
し
を
慎
重

に
検
討
し
て
い
く
。

問

問

問

問

問

問問問

問問 答

答

答

答 答

答答

答

答答
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今
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
議
員
提
出
議
案

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

議
会
規
則
の
一
部
改
正

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
地
方
税
財

源
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書

沖
縄
戦
戦
没
者
の
遺
骨
等
を

含
む
土
砂
を
埋
立
て
に
使
わ

な
い
よ
う
求
め
る
意
見
書

　

近
年
、
議
員
の
な
り
手
不

足
が
、
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
解
消
に
向
け
、

女
性
や
若
者
を
は
じ
め
多
様

な
層
の
住
民
が
議
員
に
立
候

補
し
、
活
躍
で
き
る
環
境
に

す
る
必
要
が
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
議
会
へ
の
欠

席
事
由
を
整
備
す
る
と
と
も

に
、
医
学
的
な
知
見
を
踏
ま

え
、
母
性
保
護
の
観
点
か
ら

出
産
に
係
る
産
前
・
産
後
の

欠
席
期
間
を
規
定
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
は
、
国
に
甚
大

な
経
済
的
・
社
会
的
影
響
を

及
ぼ
し
て
お
り
、
地
方
財
政

は
来
年
度
も
財
源
不
足
が
避

け
ら
れ
な
い
状
況
の
た
め
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
持
続
的
に

提
供
す
る
に
は
、
地
方
交
付

税
な
ど
の
確
保
・
充
実
が
必

要
不
可
欠
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
国
に
令

　

沖
縄
県
糸
満
市
摩
文
仁

（
ま
ぶ
に
）
を
中
心
に
広
が

る
南
部
地
域
は
、
自
然
公
園

法
に
基
づ
い
た
「
沖
縄
戦
跡

国
定
公
園
」
と
し
て
指
定
さ

れ
て
い
る
。
同
地
域
で
は
、

戦
争
で
犠
牲
を
強
い
ら
れ
た

民
間
人
や
命
を
落
と
さ
れ
た

兵
士
の
遺
骨
が
残
さ
れ
、
現

在
も
戦
没
者
の
遺
骨
収
集
が

行
わ
れ
て
い
る
。

　

さ
き
の
大
戦
で
犠
牲
に

な
っ
た
人
々
の
遺
骨
が
入
っ

た
土
砂
を
埋
立
て
に
使
用
す

る
こ
と
は
、
人
道
上
許
さ
れ

る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
国

へ
以
下
の
事
項
を
実
現
す
る

よ
う
要
望
す
る
。

１　

�

戦
没
者
の
遺
骨
等
が
混

入
し
た
土
砂
を
あ
ら
ゆ

る
埋
立
て
に
使
用
し
な

い
。

和
４
年
度
地
方
財
政
対
策
及

び
地
方
税
制
改
正
に
向
け
、

要
望
書
を
提
出
。

２　

�

住
民
を
巻
き
込
ん
だ
地

上
戦
が
あ
っ
た
沖
縄
の

事
情
に
鑑
み
、「
戦
没

者
の
遺
骨
収
集
の
推
進

に
関
す
る
法
律
」
に
よ

り
、
日
本
政
府
が
主
体

と
な
っ
て
戦
没
者
の
遺

骨
収
集
を
実
施
す
る
。

　

沖
縄
戦
終
焉
の
地
に
は
激

戦
に
巻
き
込
ま
れ
、
日
本
軍

と
運
命
を
共
に
す
る
こ
と
を

強
要
さ
れ
た
看
護
女
子
高
生

や
多
く
の
住
民
た
ち
の
遺
骨

が
た
く
さ
ん
埋
も
れ
て
い
る
。

　

こ
の
土
と
遺
骨
を
辺
野
古

の
埋
め
立
て
に
使
っ
て
は
な

ら
な
い
。
沖
縄
県
民
の
怒
り

の
声
が
広
が
っ
て
い
る
。

�

（
根
岸
）

〈
賛
成
討
論
〉

　

英
霊
の
当
時
の
信
念
を
考

え
た
場
合
、
国
を
守
る
た
め

の
基
地
に
役
立
つ
な
ら
、
そ

れ
は
本
望
だ
と
す
る
考
え

だ
っ
た
は
ず
。
そ
れ
を
尊
重

し
反
対
す
る
。�

（
森
）

〈
反
対
討
論
〉

鳩
山
町
不
正
事
件
に
係
る
調
査
特
別
委
員
会
設
置
に
関
す
る
決
議

〈
趣
旨
説
明
〉

　

官
製
談
合
防
止
法
違
反
等

の
事
件
が
発
生
し
、
こ
れ
に

よ
り
「（
仮
称
）
鳩
山
新
ご

み
焼
却
施
設
の
建
設
」
に
伴

う
周
辺
対
策
事
業
交
付
金
の

２
億
円
が
、
埼
玉
西
部
環
境

保
全
組
合
議
会
に
お
い
て
減

額
さ
れ
る
補
正
予
算
が
可
決

さ
れ
、
鳩
山
町
の
地
元
対
策

事
業
が
執
行
で
き
な
い
状
態

と
な
っ
た
。

　

こ
の
地
元
対
策
事
業
を
改

め
て
執
行
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
に
は
、
今
回
の
不
祥

事
の
背
景
及
び
原
因
を
議
会

と
し
て
究
明
し
、
町
が
作
成

す
る
再
発
防
止
対
策
へ
の
指

摘
や
提
言
を
行
う
こ
と
が
極

め
て
重
要
だ
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
町
民
に
対
す
る
議

会
の
信
頼
回
復
に
努
め
、
二

元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
機

関
と
し
て
、
町
政
に
対
す
る

監
視
機
能
を
高
め
て
い
く
必

要
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
事

件
が
二
度
と
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
、
特
別
委
員
会
を
設

置
し
、
調
査
・
検
討
す
る
。

〈
名
称
〉

鳩
山
町
不
正
事
件
に
係
る

調
査
特
別
委
員
会

〈
設
置
の
根
拠
〉

地
方
自
治
法
第
１
０
９
条
及

び
委
員
会
条
例
第
５
条

〈
目
的
〉

　

不
正
事
件
の
背
景
や
町
の

現
行
制
度
等
の
調
査
を
行

い
、
原
因
の
究
明
と
再
発
防

止
に
向
け
た
方
策
を
町
に
提

言
す
る
た
め

〈
委
員
の
定
数
〉

11
人

（
議
長
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
）

〈
調
査
期
間
〉

調
査
終
了
ま
で

　

全
会
一
致
で
可
決
後
、
互

選
で
、委
員
長
に
関
根
議
員
、

副
委
員
長
に
石
井
徹
議
員
が

決
ま
り
ま
し
た
。

　

調
査
特
別
委
員
会
の
設
置

は
、
平
成
18
年
６
月
の
下
水

道
問
題
調
査
特
別
委
員
会
に

次
い
で
２
回
目
で
す
。

　

町
の
重
要
課
題
で
す
。

　

議
会
の
責
務
を
果
た
し
、

執
行
部
と
共
に
尽
力
し
て
い

き
ま
す
。
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